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1)

道路交通法第65条第1項 「何人も、酒気を帯びて車両等を運転してはならない」と遵守
事項が定められています。本器のデータは飲酒の有無を判断するための一つの判断材
料であって、運転の可否を判断するものではありません。測定結果に基づいて、車両の
運転や機器の操作などを行って良いか否かの判断に対して、本器の製造者、および販
売に携わる関係者は一切責任を負いません。との意味合いで記載されているか。

□OK　　□NG　　□保留　

2)
アルコール検知器のセンサーは、使用によって劣化するものであり、半永久的に使用で
きるものではありません。との意味合いで記載されているか。 □OK　　□NG　　□保留　

3) 購入後の使用回数と期間について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

4)
使用環境、保管環境（屋内、屋外、寒い、暑い、温湿度等）、の制限事項を説明している
か。 □OK　　□NG　　□保留　

5) 購入後の修理、メンテナンス、校正について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

6) 電源電圧変動が性能に影響を与える場合きちんと説明しているか □OK　　□NG　　□保留　

7) 呼気の吹きかけ方法について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

8) 呼気の測定道具（ストロー、マウスピース等）について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

9) 測定単位（mg/L）について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

10) 測定範囲（0.000の定義、マスキング範囲）について説明しているか □OK　　□NG　　□保留　

11) 残気ガスについて適切な表現がされているか(インターバル・復帰時間等) □OK　　□NG　　□保留　

12) 測定結果の記録保持について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

13) 測定非対象物（干渉成分）について説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

14) 測定非対象物（干渉成分）が検知された場合の対処を説明しているか。 □OK　　□NG　　□保留　

備考

外部機関と申請事業者の間で相違がある場合、評価を「保留」とし最終判断は検定審査会が行う。
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2.2.　呼気アルコール検知器　販売ガイドラインに関する規定
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